予算要求資料
平成２６年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：総務管理費　目：文書費　　　
	事業名　新書庫改修事業費（任意）


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

総務部 法務・情報公開課 文書・情報公開係　電話番号：058-272-1111（内2117,2118）

E-mail：c11124@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　       　　　　　10,713千円（前年度予算額：   　0 千円）
　　※債務負担行為限度額（H27～H29）：32,139千円
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県債
	一　般

財　源

	前年度
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	10,713
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	10,713

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
昭和４８年に１２階書庫の電動書棚を設置して以来、大規模な改修は実施していない。しかし、頻繁に動作不良をおこしており、書庫から週に３回程度文書・情報公開係への問い合わせがある。また、職員の作業では復旧しない故障も年数回発生しており、その都度業者に修理を依頼している。

設置から長年が経過しており、メーカーの修理部品は生産が終了している。現在は、修理業者の手持ちの在庫部品の中で修理をしているが、現在の制御装置が故障した場合には、修理は不可能である。

（２）事業内容

昭和４８年から運用している県庁舎１２階の電動書棚について、既存のスチール棚やレール等は生かしたまま、制御装置及びそれに関連する箇所を必要最小限改修するもの。

単年度の事業費が高額になること、改修中の書庫に保存してある文書の利用について事務の支障を最小限にすること、及び毎年定例の文書廃棄・引継ぎ業務への支障を来さないために、改修箇所及び期間を分割して、４か年かけて実施する。

（３）県負担・補助率の考え方

　公文書を保存している県庁舎１２階の電動書棚であるため、県費での負担が適当である。
（４）類似事業の有無　　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	需用費
	 6,912
	１２階書庫 電動棚の改修事業

	委託料
	 3,801
	書棚改修中の保存文書の移動作業委託

	合計
	 10,713
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）後年度の財政負担
	項目
	H26
	H27
	H28
	H29
	合計

	書棚改修工事
	6,400
	6,400
	6,400
	6,400
	25,600

	消費税
	512
	512
	512
	512
	2,048

	合計
	6,912
	6,912
	6,912
	6,912
	27,648


（電動書棚改修工事）　　　　　　　　
　　　　　　　　　　
　　　　　　
（文書移動作業費）
	項目
	H26
	H27
	H28
	H29
	合計

	文書移動作業
	3,519
	3,519
	3,519
	3,519
	14,076

	消費税
	282
	282
	282
	282
	1,128

	合計
	3,801
	3,801
	3,801
	3,801
	15,204


（全体事業費）
	項目
	H26
	H27
	H28
	H29
	合計

	電動書棚改修工事
	6,912
	6,912
	6,912
	6,912
	27,648

	文書移動作業費
	3,801
	3,801
	3,801
	3,801
	15,204

	合計
	10,713
	10,713
	10,713
	10,713
	42,852


事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・平成２９年度末までに、１２階書庫の電動書棚の改修工事を完了させる。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	書庫の改修進捗

	０％
（H25）
	（H  ）
	（H  ）
	０％
（H25）
	100％
（H29）
	0％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	書庫の改修においては、改修が行われた以外に指標がないため。



（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

平成２５年６月及び１０月に故障があり、メーカー在庫部品により修理。


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

修理により動作不良をおこしていた書棚が作動するようになったが、メーカーから保守部品の製造が終了していることの文書を正式に受領した。　



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	設置から長年が経過しており、メーカーの修理部品は生産が終了している。現在は、修理業者の手持ちの在庫部品の中で修理をしているが、現在の基盤系統が故障した場合には、修理は不可能であるため、基盤系統を含めた改修を早期に実施する必要がある。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	職員に利便性の高い書庫を提供することは、職員の円滑な業務遂行に資する。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

　
○

	改修事業を分割で実施することにより、書庫の利用制限が最小限となるよう効率的に実施する。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　改修後の電動書棚を有効に活用するために、現在作成中の文書目録に基づき不要文書を廃棄するとともに、１階の書庫も含めて、県庁内のより有効な書庫の利用方法を検討する必要がある。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

　しばらくは、小規模な修繕が必要となる可能性もあるため、修繕費用の確保は継続的に実施する必要がある。



